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Scheme 1. meso-テトラポルフィセン短段階合成法 

Scheme 2. meso-ジシクロアルキルポルフィセンの合成 
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ポルフィリンの構造異性体であるポルフィセンはポルフィリンと異なる性質を示し、可視光領域

の強い吸収、強い蛍光発光、高い酸化還元活性を有するなど、非常に魅力的である。しかしながら

従来のポルフィセン合成法はポルフィリンと比較して、合成が多段階煩雑・低収率という問題のた

め応用研究が妨げられてきた。そこで我々は短段階簡便なポルフィセン合成法開拓に着手し、meso-

テトラアルキルポルフィセンの短段階簡便合成を 2～3段階合成法によって達成した 1) (Scheme 1)。

本合成法においては、

超原子価ヨウ素による

酸化的ピロール直結反

応を鍵として用いるこ

とで、meso-テトラアル

キ ル ポ ル フ ィ セ ン

(TMOc, TOPc)の簡便合成に世界で初めて成功している。ここで用いた酸化剤である超原子価ヨウ

素試薬は、ヨウ素上のリガンド(L)の種類、用いる溶媒、ルイス酸の共存など種々の要素に依存し

て酸化力が変化する、すなわち酸化力が制御可能な温和な酸化剤として知られている。本研究では

上記の性質を考慮し、ポルフィセン合成に適した酸化反応の条件を見出した。 

また、Scheme 1 の合成法を応

用し、meso-ジシクロアルキルポ

ルフィセン(Cy5Pc, Cy6Pc)の合成

を達成した 2)。Cy5Pc, Cy6Pcは構

造の違いによる立体効果に起因し

て光学特性が制御可能である、と

いうユニークな性質を示した。す

なわち、超原子価ヨウ素を用いた

合成法によって魅力的な性質を示

す新規ポルフィセンの合成に成功した。 

本発表では、主に超原子価ヨウ素試薬の種々検討に関する内容を中心に、上記のポルフィセン合

成の詳細を報告する。 
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